
 

 

園目標  「げんきで なかよく たくましく」 
重点目標 「遊びを楽しむ子」「思いを伝え合う子」「心も体も健康な子」 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

領域 評価項目 
評

価 

重点目標 

１ 
遊びを楽しむ子 

・友達のよさを認め合い、友達と関わりなが
ら遊びを楽しめるようにしているか。 

Ａ 

２ 
思いを伝え合う子 
・自分なりの方法で思いを伝え、人の話を最
後まで聞けるようにしているか。 

B  

３ 
心も体も健康な子 
・生活や遊びの中で意欲をもって食に関わる
体験ができるようにしているか。 

A 

こども園に 

おける 

教育・保育 

４ 
発達の連続性を考慮した教育及び保育 
・個々の発達や経験の差を把握・理解し、適

切な援助を繰り返し行っているか。 

Ａ 

５ 

多様性への配慮 
・個々の生活リズムの違いを踏まえ、安心し

て穏やかな気持ちで過ごせるようにしてい
るか。 

Ａ 

６ 

環境を通して行う教育及び保育 
・友達や保育教諭等と一緒に「今日も～しよ
う」と、繰り返し活動する中で遊びが広が

るような環境を構成しているか。 

Ａ 

安全管理と 

指導 
７ 

事故防止と防災 
・緊急時の対応を身に付けるような経験を 

させているか。 

Ａ 

保健管理と 

指導 
８ 

健康教育の充実 

・日常の健康観察や疾病予防、アレルギー対
策のための取り組みが行われているか。 

Ａ 

特別支援 9 

支援体制づくりの推進 

・個々の状況に応じた支援方法を職員間で 
共有し、家庭と連携を取りながら、指導に
あたっているか。 

Ａ 

組織運営 10 

教育・保育の改善 
・全職員が組織の一員として運営に参画する

ことを意識し、改善に向けて取り組んでい
るか。 

Ａ 

研修体制 11 

研修の充実 

・伊豆市の目標や園の研修テーマに向けて共
通理解をもち、成果と課題を明らかにしな
がら取り組んでいるか。 

A 

教育・保育

環境の整備 
12 

安全な環境づくり 
・定期的に安全点検を実施し、施設の不備を

改善しているか。 

Ａ 

家庭との 

連携・協力 
13 

家庭との連携・協力 
・家庭や地域へ分かりやすい情報発信をして

いるか。 

Ａ 

学校との 

連携・協力 
14 

近隣学校との連携・推進 

・土肥小中一貫校や土肥分校との連携が円滑
に行われているか。 

Ａ 

地域との 

連携・協力 
15 

地域との連携・信頼される園づくり 

・地域機関や自然を指導計画の中に位置付け、
活用しているか。 
（地域の特徴を活かした保育の展開） 

・子育て支援等を実施し、開かれた園づくり
をしているか。 

Ａ 

５月に園評価会議を行い、その後園からの便り（園・

クラス・行事だより等）を配布して、２月上旬に最後の

会議を行いました。 

 保護者の評価と職員の自己評価をまとめ、提示し、評

価者の皆様から、園運営全般、子どもの活動の様子、保

育者の指導方法等への貴重なご意見とともに総括的評

価をしていただきました。来年度の教育課程編成に活

かしていきたいと思います。評価結果は右表のとおり

です。 

今年度は、地域の方々と触れ合いながら自然体験や

感動体験ができる機会をたくさんもつことができまし

た。様々な体験をする中で「なんだろう？」「すごいな」

「もっとやってみたいな」などたくさんの感情が生ま

れ、友達と思いを伝え合ったり、試したり、認め合った

りしながら人と関わる力が育っています。 

今後も地域の皆様の温かい見守りの中で、土肥こど

も園の子どもたちの育ちを支えていきたいと思ってい

ます。よろしくお願いします。 

令和５ 土肥こども園教育活動への評価（園関係者評価） 

令和６年３月 

※ Ａ達成している      Ｂ概ね達成している 
Ｃあまり達成していない  Ｄ達成していない 

「園関係者評価者様からのご意見等」 

○人の話を最後まで聞くということは、幼児の発達の

段階においてどうなのか。でもあえてそこを課題に

してくれてありがたい。聞けないことに関しては、個

人差があるので一人一人をよく見て継続してほし

い。 

〇園の畑などで収穫したものを家庭に持ちかえった後

が、大切なのではないか。家庭への発信の強化が必要

だと思う。 

〇土肥小中一貫校、土肥分校の交流は、子どもたちだけ

でなく職員同士の交流も大事ではないか。 

〇土肥はよいチームであり、地域力がある。地域との連

携については、地域の中での学びを引き続き大切に

してほしい。高齢化が進んでいるので、高齢者とのつ

ながりを意識してほしい。 

〇今後も土肥ならではの経験や伝承を取り入れていっ

てほしい。 

「来年度に向けて（今後の改善方策）」 

・互いを認め合う人間関係を育てるために、感動体験や

葛藤体験を重ね、思いの伝え合いができる環境を構

成していきます。さらに、一人一人のよさを認める場

や方策を工夫していきます。 

・園の姿だけでなく、家庭での姿も大切にし、自己肯定

感を高められるような発信の工夫をしていきます。 

・今後も『土肥のよさ』を意識し、人とのつながりや経

験を大切にしていきます。さらに保護者との信頼関

係を深めながら「チーム土肥」で取り組んでいきたい

と思います。 
＜ご意見・苦情等について＞ 
＊今回はありませんでした。今後も皆様からのご意見を
大切に受け止め、よりよい園づくりをしていきます。 

 


